
使用するテスター（例）

　各種電装品やセンサー、リレーなど不具合箇所をある程度特定し、最終的な良否判定を行う際に抵抗測定および

導通試験が必要になるケースが多々あります。

測定の目的

測定例（規定値は各車両の整備マニュアルをご確認ください）

一般的なサーキットテスターで測定できます。
クランプメーターでも測定できる機種があります。

KT-2021
デジタルサーキットテスター

SK-7661
クランプメーター

イグニッションコイルの抵抗測定 レクティファイヤーの導通試験

KT-2021
Automotive DMM
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